
千代川水害タイムライン検討会（第１０回）
検討会資料

令和4年11月28日

資料１



これまでの検討会の振り返り

作成期間【令和元年度まで】 育成期間育成期間【令和2年度以降】

令和元年度版千代川水害タイムライン

研修会 【座学】千代川の概要説明/TL作成について
【WG】自機関の行動項目や課題を理解・共有

目標設定と進め方の確認

（R元年7月31日）

発足式 【座学】首長挨拶/千代川水害タイムライン検討
会・天神川水害タイムライン検討会設置要綱
（案）について/検討会座長講演/千代川・天神川
の概要について

令和元年度 千代川水害タイムライン発足式

（R元年8月7日）

第1回検討会 【座学】想定災害シナリオの把握
【WG】浸水リスクの把握と行動項目の選定・追
加/TLレベルごとの防災行動項目の整理/多機関に
係る重点行動項目の整理

水害リスクの把握、防災行動項目の整理

（R元年9月20日）

第2回検討会 【座学】研修会/第1回検討会の振り返り
【WG】行動項目を具体化・細分化し、行動手
段・手順と、実施する上での課題を抽出

重点行動項目の具体化・細分化

（R元年11月27日）

第3回検討会 【座学】千代川水害タイムライン(素案)について
【WG】TL素案の確認/各機関との連携・調整事
項の抽出・課題の整理・共有/全体意見交換

行動・連携主体の確認、役割分担の決定

（R2年1月24日）

第4回検討会 【座学】第2回・第3回検討会の振り返り
【WG】全体読み合わせ

全体共有と課題確認

（R2年2月26日）

完成報告
（R2年6月1日）

千代川水害
タイムライン
（案）

千代川水害
タイムライン
（素案）

第5回検討会 • 千代川水害タイムライン（令和元年度）完成
報告（これまでの振り返り、本年度の顔合わせ）

• 千代川TL自機関早見版、運用方法について
• 情報伝達訓練について

TLおよび運用方法の修正の方向性

（R2年8月28日）

情報伝達訓練 • 機関毎TL早見表等を利用しTLレベル毎に情報
伝達訓練を実施

防災行動項目の精査、課題・気づきの抽出

（R2年9月2日）

第6回検討会 • 出水対応の振り返り
• 早見版等を活用した、問い掛け方式による事
後検証

重点行動項目の具体化・細分化

（R3年2月24日）

第7回検討会 • スケジュールの確認
• R3年度版TL（主な修正内容）
• TL運用方法の確認
• 千代川TL情報共有システム（試行版）を用いた訓練

TL運用方法・修正内容の確認

（R3年7月1日）

第8回検討会
出水対応の振り返り

（R3年11月25日）

第9回検討会 • R4年度版TL（主な修正内容）
• TL運用方法の確認
• 情報共有システムの見直し案
• 情報伝達訓練

TL運用方法・修正内容の確認

（R4年7月1日）

第10回検討会 ・令和4年度の出水の確認
・アンケート結果の確認
・アンケート結果に基づく取組項目について

出水対応の振り返り

（R4年11月28日）
（本検討会）

・出水状況・対応の振り返り
・アンケート結果の共有
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千代川水害タイムラインについて
本検討会の目的

 本検討会は、令和４年度の出水対応を振り返り、出水対応における課題やタイム
ラインに係る課題を共有し、改善策等について意見交換を行うことで、タイムラ
インの改善や次年度出水時における協力体制の強化を図ることを目的とする。
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タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

Ｄ

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
更新

Ａ

タイムライン運用方法の確認

出水期運用

出水対応を振り返り、
（今回）
出水対応を振り返り、
タイムラインの
改善点の抽出

タイムライン検討会において、
顔の見える関係を構築し、
出水時に関係機関との
スムーズな連絡調整を目指すこと

住民の命を可能な限り守ること

経済被害を最小化すること



（１）令和４年度の出水について
中国地方整備局管内の河川における被害状況（台風第14号）

3出典：令和4年9月19日出水（台風第14号）中国地方整備局管内の出水概況【第1報】

 1水系2河川2観測所で「氾濫危険水位」を超過し、2水系3河川5観測所で「避難判断
水位」を超過。

 令和4年台風14号による大雨では千代川水系では、水防団待機水位を超過。



（１）令和４年度の出水について
タイムラインの発動状況
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要因 発動 解除 レベル推移
① 台風第11号 9/2 16:00 9/6 16:02 レベル0-1(9/2-9/6)

② 台風第14号 9/16 16:00 9/20 8:33 レベル0-1(9/16-9/18)⇒レベル0-2(9/18-9/19)⇒レベル1(9/19-9/20)

 令和４年度出水期において、千代川水害タイムラインは計２回発動した。
 いずれのタイムラインも、台風の接近による発動であった。
 タイムライン発動期間中、越水等による浸水被害は発生しなかった。

■台風経路図とタイムラインレベルの推移
①台風第11号 ②台風第14号

発動
レベル0-1

解除

発動
レベル0-1

移行
レベル0-2

移行
レベル1

解除
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用瀬 観測水位 水防団待機水位
はん濫注意水位 避難判断水位
はん濫危険水位 計画高水位

（１）令和４年度の出水について
千代川の水位状況（台風第14号）

用瀬地点の水位上昇状況
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水
位
（

m
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行徳 観測水位 水防団待機水位
はん濫注意水位 避難判断水位
はん濫危険水位 計画高水位

行徳地点の水位上昇状況

 台風１４号では、降雨の見通し状況からレベル移行を判断しタイムラインレベル1
への移行を関係機関へ伝達した。その後、昼間から夜間にかけて基準地点の水位
は上昇し、深夜に水防団待機水位を超過した。

（日） （月）

夜間夜間

TL1TL-0
（2日前準備）

夜間夜間

TL1TL-0
（2日前準備）

水位観測所の位置

水位観測所の位置
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（火）

（日） （月） （火）

解除

解除

①

②

①

②

②3時頃
水防団待機水位超過

②19時頃
水防団待機水位超過

①９時頃
水位上昇前

①９時頃
水位上昇前



 3日後に台風が千代川流域に最接近するおそれ。
 早期注意情報（警報級の可能性）【目安︓3日後に影響】

■令和4年9月16日の天気図 ■令和4年9月16日の気象状況（早期注意情報）

状
況

出典︓日々の天気図/気象庁

（１）令和４年度の出水について
タイムラインの発動状況（台風第14号）

タイムライン
レベル0-1

（3日前準備）
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✉検討会メンバーへの連絡
千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。

【重要】タイムライン段階（レベル）について
台風経路や今後の気象情報等から、16時00分現在のタイムライン段階をレベル0

－1（3日前準備）とします。

■現状について
台風第14号は、現在日本の南に位置しており、西北西に進行中です。

■今後の気象情報等について
19日には、千代川流域に最接近することが予想されます。
千代川流域では、18日の夕方から雨と風が予想されており厳重な警戒が必要です。

■ポータルサイト
https://～

出典︓鳥取地方気象台提供資料

日野川河川事務所と調整した上で3事務
所（鳥取河川国道事務所、日野川河川事
務所、倉吉河川国道事務所）で判断し同
一のタイミングでタイムラインレベルを
発動。



 2日後に台風が千代川流域に最接近するおそれ。
 早期注意情報（警報級の可能性）【目安︓2日後に影響】

状
況

（１）令和４年度の出水について
タイムラインの発動状況（台風第14号）

タイムライン
レベル0-2

（2日前準備）
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■令和4年9月17日の気象状況（危険度を色分けした時系列）

✉検討会メンバーへの連絡
千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。
【重要】タイムライン段階（レベル）について
台風経路や今後の気象情報等から、16時00分現在のタイムライン段階をレベル0
－2（２日前準備） とします。

■今後の気象情報
現在、台風第14号は南大東島の北東約160kmを北西に進行中です。
千代川流域には20日より、非常に激しい雨の降るおそれがあります。

台風の進路などの情報については、不確定な部分がまだありますので、
常に最新の今後の気象情報にご注意下さい。

■ポータルサイト

https://～

■令和4年9月17日の天気図

出典︓鳥取地方気象台提供資料

台風説明会（9/17開催）の後、3事務所（鳥取河川国道事務所、
日野川河川事務所、倉吉河川国道事務所）で判断し同一のタイミ
ングでタイムラインレベルを移行

出典︓日々の天気図/気象庁



 降雨の開始。
 翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

■令和4年9月19日の天気図

状
況

（１）令和４年度の出水について
タイムラインの発動状況（台風第14号）

タイムライン
レベル1
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■令和4年9月19日の気象状況（危険度を色分けした時系列）

✉検討会メンバーへの連絡
千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。
【重要】タイムライン段階（レベル）について
台風経路や今後の気象情報等から、6時00分現在のタイムライン段階をレベル1 
とします。

■今後の気象情報
現在、台風第14号は飯塚市付近を20km/hで北に進行中です。
千代川流域には台風による降雨が降り始め、今後激しい雨の降るおそれがありま
す。

今後の気象情報にご注意下さい。

■ポータルサイト

https://～

出典︓鳥取地方気象台提供資料降雨の開始等で判断しタイムライ
ンレベルを移行

出典︓日々の天気図/気象庁



 水防団待機水位超過。
 今後の水位上昇が見込まれない。

■令和4年9月20日の天気図

状
況

（１）令和４年度の出水について
タイムラインの発動状況（台風第14号）

タイムライン
解除
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■令和4年9月20日の気象状況（危険度を色分けした時系列）

✉検討会メンバーへの連絡
千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。

台風第14号が通過し、今後水位上昇の見込みがない事からタイムラインを解除い

たします。
各関係機関で対応中または対応すべき行動がある場合は引き続き対応をお願い致
します。

■ポータルサイト

https://～ 出典︓鳥取地方気象台提供資料

今後の気象状況等を踏まえ、タイムラインの解除を判断

出典︓日々の天気図/気象庁



（１）令和４年度の出水について
流域の状況（台風第14号）
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○台風第14号

（用瀬水位観測所9/19[19時]）
水防団待機水位超過時

（用瀬水位観測所 9/19[9時]）
水位上昇前

河川の水位状況

交通（鉄道・バス）状況ライフライン（停電）状況

道路の通行規制状況

出典：令和４年台風第１４号に係る被害報告（第4報） 出典：令和４年台風第１４号に係る被害報告（第4報）



 令和4年度の出水対応を振り返るため、アンケートを実施。（期間︓10/6〜20）
 皆様におかれましては、回答にご協力いただきありがとうございました。

（２）アンケート結果について
実施概要
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＜アンケート設問＞＜アンケート設問＞
Ⅰ.本年度の出水対応についてお伺いします。
●設問Ⅰ-1︓本年度の出水を通して、タイムラインを基に実施した事前防災行動に

ついて課題はありましたか。「ある」と回答した方はその内容をご記
入ください。

●設問Ⅰ-2︓設問Ⅰ-1で「ある」と回答した方は、その事前防災行動の課題に対し
て改善策をご記入下さい。

●設問Ⅰ-3︓台風11号・台風14号による計２回のタイムライン発動時に、確認し
たものを全て選択してください。（複数選択可）

●設問Ⅰ-4︓設問Ⅰ-3で確認した情報は、出水対応に役立ちましたか︖ その理由
もご記入ください。

Ⅱ.本年度のポータルサイトの活用についてお伺いします。
●設問Ⅱ-1︓設問Ⅰ-3で千代川水害タイムラインポータルサイト（試行版）を活用

された方は、活用した場面、改善すべき点をご記入下さい。

Ⅲ.その他自由意見についてお伺いします。
●設問Ⅲ-1︓その他、ご意見がありましたらご記入下さい。

本年度の出水対応

本年度のポータル
サイトの活用

設問の狙い



（２）アンケート結果について
設問Ⅰ-1,Ⅰ-2
＜アンケート設問＞＜アンケート設問＞

Ⅰ.本年度の出水対応についてお伺いします。
●設問Ⅰ-1︓本年度の出水を通して、タイムラインを基に実施した事前防災行動について課題はありましたか。

「ある」と回答した方はその内容をご記入ください。
●設問Ⅰ-2︓設問Ⅰ-1で「ある」と回答した方は、その事前防災行動の課題に対して改善策をご記入下さい。

ある

0%

ない

100%

設問Ⅰ-1

事前防災行動について課題はありましたか

ある ない
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回答機関数：13機関

トリガー ： 洪水警報の危険度分布（注意）、洪水注意報、大雨注意報、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害）の危険度分布（注意）、氾濫注意情報、避難行動の確認
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電
力
所

鳥
取
ガ
ス
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
株
式
会
社
　
鳥
取
支
店

Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
式
会
社
 

米
子
支
社

安
全
推
進
室

日
本
交
通
株
式
会
社
 

鳥
取

日
ノ
丸
自
動
車
株
式
会
社
 

鳥
取

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所
　
道
路
管
理
二
課

205 タ イム ライ ンの運 用 タイ ムラ イン の運用 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
206 タイ ムラ イン 内部 会議

タ イム ライ ンレ ベル移行
の 情報 周知（ 情報 受け）

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 鳥 取市 地域 防災 計画

207 ✉タ イム ラ イ ン レ ベ ルの
移 行

□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
208 情 報収 集 河川 情報の 収集 □ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
209 ✉内 水 氾 濫の 発 生 □ 受 受 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
210 水 位動 向、 冠水 等の 確

認 ・情 報収 集（千 代水 出
張 所等 ）

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥 取市 地域 防災 計画

211 FAX やHPで の情 報確 認 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
212 水 位予 測の提 供

(はん 濫注 意水 位を 超え て
か ら３時 間毎）

□ ◎ ◎

213 気象 ・台 風情 報の 収集 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥 取市 地域 防災 計画

214 注 意報の 発表 （危 険度 分
布 の確 認、 予測 の確 認
（ いつ ・ど こで ・ど れく
ら い） 、リー ドタ イム、
対 象市 町村の 判断 、量予
測 ）

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

215 FAX やHP利用、 気象 庁へ
の 聞き取 りに よる 気象 情
報 （台 風・ 雨量 ・風 速
等 ）の 収集 ・確 認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥 取市 地域 防災 計画

216 担 当間 で情 報共 有 □ ◎
217 ダム 諸量 情報 発信

✉ダ ム 放 流情 報 □ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

218 下 流警 報 □ 収 収 収 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
219 FAX 、メ ール等 によ る各

機 関へ の通 知
□ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

220 電 話に よる伝 達確 認 □ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇
221

□ 収 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 発 収 収 収 鳥 取市 地域 防災 計画

222
✉通 行 止 め情 報 □ 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

223 FAX やHP、電 話等で の情
報 確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
224 移 動ル ート の確認 、通行

可 能路 線（道 路） の問い
合わ せ

□ ◎ ◎ ◎ ◎

225 情 報収 集 被災 情報の 収集 □ 収 収 収 収 収 収 収 収
226 内 水被 害等、 被害 情報の

収 集
□ 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

227 水 位情 報や河 川カ メラ映
像 の確 認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

228 国 ・県 事務 所から の被災
情 報

□ 受 発 発 発

229 被 災情 報の関 係機 関の伝
達

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
千代川は国、支川は県
が発令。

230 県 への一 般被 害等 の報告
（ 県災 害情 報シス テム）

□ 〇 ◎ 鳥 取市 地域 防災 計画

231 ライ フラ イン供 給情 報の
収集 □ 収 収 収 収 収 収 収 収 発 発 発 発

交通 情報の 収集 （道 路交
通情 報、計 画運 休情 報の
収集）

タイムラインレベル２ ： 行徳地点水防団待機水位の超過、内水氾濫発生のおそれ

役割

備考

① 防 災情 報
② 報道 ・避難 対応

③ 大 規模 避難・ 救助 ④ 社会基盤
報道

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

避難 対応

TL2

ALL
項
目
No.

第3階層
（行動手段・手順）

備考

実施状況チェック欄

チ
ェ
ッ
ク
欄

防災行動項目

開始時刻 終了時刻

タイムライン運用方法タイムライン運用方法
 タイムラインを運用する際

に確認・活用
タイムライン【詳細版】
 他の機関の対応を確認しな

がら、自機関の対応を
チェックする場合は、詳細
版を活用

タイムライン【概要版】
 対応の全体像を確認すると

きに活用
タイムライン【自機関早見版】
 自機関の対応に注視する場

合は、自機関早見版を活用

■タイムライン資料



0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11号

14号

回答機関

タイムライン発動時に確認したもの

（２）アンケート結果について
設問Ⅰ-3

13

＜アンケート設問＞＜アンケート設問＞
Ⅰ.本年度の出水対応についてお伺いします。
●設問Ⅰ-3︓台風11号・台風14号による計２回のタイムライン発動時に、確認したものを全て選択してくださ

い。（複数選択可）

タイムライン発動時に、タイムラ
イン資料を確認している機関が少
ない

タイムライン発動時に、メールと
ポータルサイトが主に確認されて
いる。

タイムライン発動時のメール

タイムライン資料（運用方法、詳細版、概要版、自機関早見表）

千代川水害タイムラインポータルサイト(試行版)



（２）アンケート結果について
設問Ⅰ-3

14

＜アンケート設問＞＜アンケート設問＞
Ⅰ.本年度の出水対応についてお伺いします。
●設問Ⅰ-3︓台風11号・台風14号による計２回のタイムライン発動時に、確認したものを全て選択してくださ

い。（複数選択可）

河川状況や他機関の情報を収集す
るため、水位情報やHPリンク集を
確認した機関が多い

タイムラインを確認した機関では、
自機関早見表、概要版を確認し活
用した機関が多い

0 1 2 3 4 5 6

ﾏﾙﾁ画面

水位情報

ﾘﾝｸ集

回答機関

ポータルサイトの中で確認したもの

0 1 2 3

運用方法

詳細版

概要版

早見表

回答機関

タイムライン資料の中で確認したもの

11号

14号

11号

14号

3つ全てを確認 ︓1機関
川の水位情報のみ確認 ︓4機関
HPリンク集のみ確認 ︓3機関



 タイムラインの行動項目のうち、多機関連携
強化に関わる行動項目のみを抽出しまとめる。

（３）振り返りと取組項目（案）

15

 災害関係機関へのHPリンク先がまとめられて
おり、欲しい情報が探しやすかった。
 全ての情報が一括表示されることは、便利だが、

スマートフォンで閲覧する際には見づらいため、
項目に分けて表示できるようにしてほしい。
 カメラ一覧を表示し、川のライブ映像が迅速に

閲覧できるようにしてほしい。

■アンケート結果による振り返り ■結果を受けた取組項目（案）

今年度更新したポータルサイト等への意見

 タイムラインが発動されたことで、災害対応の
準備のスイッチが入る。
 検索にかかる時間が短縮できた。

事前の防災行動に役立った意見

②ポータルサイトの更新について

①タイムライン・運用の改善について

 検討会関係機関が活用しやすいポータルサイ
トを目指し、意見を取り入れながら継続的に
改善を実施。

 タイムライン発動時にタイムライン資料を確
認・活用している機関が少ない。

タイムラインの課題の把握

 役立った場面や活用方法は、検討会の場で関
係機関と共有を図る。

③場面や活用方法の水平展開



（３）振り返りと取組項目（案）
①多機関連携強化に関わる行動項目の抽出

16

■千代川水害タイムライン運用方法
行動項目のポイント︓防災関係機関で連携・調整を行う項目

現行タイムライン︓連携や調整から外れた行動項目が多くみられる。
例１︓情報確認に関する行動（例︓大雨注意報の確認）
例２︓組織内で完結する行動（例︓変電所予防巡視）

出典︓千代川水害タイムライン運用方法（令和4年度）

連
携
を
意
識
し
た

行
動
項
目
の
抽
出

 現行タイムライン【詳細版】は、あらゆる行動項目を記載しており情報量が多い。
 多機関連携タイムラインの本来の目的である「防災関係機関の連携」に立ち返り、
多機関で特に共有することが重要な行動項目のみを現行タイムラインから抽出して
共有する。



（３）振り返りと取組項目（案）
①多機関連携強化に関わる行動項目の抽出

17

防災行動項目（例︓タイムラインレベル0-1）

 タイムラインレベル0-1については、51項目から8項目抽出

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

第3階層
（行動手段・手順）

関係機関

2 タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ ✉タイムラインの立ち上げ・発信 全機関（主体は鳥取河川国道事務所）

6 情報収集 気象・台風情報の収集 台風説明会の実施、参加 全機関（主体は鳥取地方気象台）

12 体制の構築 機関内防災体制の構築 出水前チェックリストの作成と報告 鳥取県土整備事務所、鳥取河川国道事務所

16 体制の構築 他機関との体制構築 災害協定業者への事前連絡 鳥取県県土整備部、鳥取県土整備事務所、鳥取河川国道事務所

27 点検・巡視 現場点検の実施 現場点検の実施
鳥取県土整備事務所、鳥取河川国道事務所、鳥取市危機管理部、鳥取県警察本
部警備部、警察署、鳥取県東部広域行政管理組合消防局

39 浸水対策・水防活動 準備、体制の確認 市町との連携・情報共有 鳥取県土整備事務所、鳥取市

42 鉄道の運休 計画運休の予告 プレス発表、HP、駅頭掲示での周知 JR西日本、鳥取市、各報道機関

44 バスの運休対応 運行停止の検討 HP、各窓口での情報提供 日本交通、鳥取市、各報道機関

項
目
No.

防災行動項目（連携項目抽出版）

 現行タイムライン【詳細版】は、あらゆる行動項目を記載しており情報量が多い。
 多機関連携タイムラインの本来の目的である「防災関係機関の連携」に立ち返り、
多機関で特に共有することが重要な行動項目のみを現行タイムラインから抽出して
共有する。



（３）振り返りと取組項目（案）
①多機関連携強化に関わる行動項目の抽出

18

1.一機関のみ関係する行動項目（行動の役割が「◎」1つ 等）

例）変電所予防巡視（TL詳細版 項目No.31）

抽出対象以外の行動項目

2.第2階層（行動項目）や第3階層（行動手段・手順）に
「確認」が含まれる行動項目

例）水位情報の確認（TL詳細版 項目No.3）

3.機関内で完結すると思われる行動項目

例）水防板の設置（TL詳細版 項目No.37）

 現行タイムライン【詳細版】は、あらゆる行動項目を記載しており情報量が多い。
 多機関連携タイムラインの本来の目的である「防災関係機関の連携」に立ち返り、
多機関で特に共有することが重要な行動項目のみを現行タイムラインから抽出して
共有する。



（３）振り返りと取組項目（案）
②ポータルサイトの更新

19

■活用例︓ポータルサイトでの閲覧

 今後、具体的な活用方法を事務局で検討する。

TLリンク
ポータルサイトから直接タ
イムライン資料を閲覧

 タイムライン資料は、防災関係機関が容易に参照できるように検討。
 スマートフォンからのアクセスを想定したポータルサイトの活用を検討。

※マニュアル類も併せて参照

※イメージ

※イメージ

スマホで閲覧できる
画面構成を今後検討

※現在のポータルサイトのサーバを移設した際には、改めてアドレスを共有



（３）振り返りと取組項目（案）
③場面や活用方法の水平展開

20

 検討会の場で振り返りを実施。

 役立った場面や活用方法は、検討会の場で関係機関と共有を図る。

タイムラインが発動されたことで、
災害対応の準備のスイッチが入った。

道路情報、公共交通機関の状況を確認
する際、リンク集から各機関のサイト
にアクセスできるため、役立った。

出典︓第９回検討会 情報伝達訓練
（ポータルサイトを用いた情報収集）

役立った活用事例を紹介



（３）振り返りと取組項目（案）
タイムラインの発動状況を踏まえた運用方法の改善

21

タイムラインレベル 日時 タイムライン
トリガー

台風時の
実際の運用

レベル0-1（発動） 2022/9/16 
16:08 台風情報

当時19日の昼過ぎ頃が最接近の見込み。
日野川河川事務所と調整した上で3事務所（鳥取河川国道事務所、日野川
河川事務所、倉吉河川国道事務所）で判断し同一のタイミングでタイム
ラインを発動。

レベル0-2 2022/9/17 
16:06 台風情報 台風説明会の後、3事務所※で判断し同一のタイミングでタイムラインレ

ベルを移行。
レベル1 2022/9/19

7:35 台風情報 降雨の開始で判断しタイムラインレベルを移行。

解除 2022/9/20
8:33

水防団待機水位を下回り
警報の解除

今後の水位上昇が見込まれないことから判断しタイムラインを解除。
（解除時は、水防団待機水位は超過）

※鳥取河川国道事務所、日野川河川事務所、倉吉河川国道事務所

タイムラインレベルと警戒レベルの関係性（目安）（運用マニュアルより抜粋）

台風第14号接近時は、行徳地点で
水防団待機水位を超過したものの、
その後はこれ以上の水位上昇が見
込まれないことからTLレベル2へ
は移行しなかった。



レベルの移行 TLレベル1(1日前準備)

レベルの移行

平常時 タイムライン解除

タイムライン立ち上げ TLレベル0(3日前準備)

・台風情報
・3日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・今後の気象状況の見
込み

・大雨警報（浸水害）
及び洪水警報の解除

・避難判断水位を下回る
・氾濫警戒情報の解除

・氾濫危険水位を下回る
・氾濫危険情報の解除

レベルの移行 TLレベル0(2日前準備)

レベルの移行 レベル2

レベル3

レベルの移行 レベル4

レベルの移行 レベル5

・台風情報
・2日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・台風情報
・翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・洪水警報の危険度分布（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報（浸水害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（注意）
・氾濫注意情報

・洪水警報の危険度分布（警戒）
・大雨警報（土砂災害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（警戒）
・氾濫警戒情報
・高齢者等避難開始

・洪水警報の危険度分布（非常に危険）
・土砂災害警戒情報
・土砂災害に関するメッシュ情報（非常に危険）（極めて危険）
・氾濫危険情報
・避難指示

・大雨特別警報（浸水害）
・大雨特別警報（土砂災害）
・氾濫発生情報
・災害発生情報

かつ

水防団待機水位

氾濫危険水位

・水防団待機水位を下回る
・氾濫注意情報の解除

・本川からの越水
・堤防の決壊 ・応急復旧・救助活動

の収束

内を総合的に判断してタイムラインレベル移行

避難判断水位

氾濫注意水位

レベルの移行 TLレベル1(1日前準備)

レベルの移行

平常時 タイムライン解除

タイムライン立ち上げ TLレベル0(3日前準備)

・台風情報
・3日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・水防団待機水位を
下回る

・大雨警報（浸水
害）及び洪水警報の
解除

・避難判断水位を下回る
・氾濫警戒情報の解除

・氾濫危険水位を下回る
・氾濫危険情報の解除

・応急復旧・救助活動
の収束

レベルの移行 TLレベル0(2日前準備)

レベルの移行 レベル2

レベル3

レベルの移行 レベル4

レベルの移行 レベル5

・台風情報
・2日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・台風情報
・翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・洪水警報の危険度分布（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報（浸水害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（注意）
・氾濫注意情報

・洪水警報の危険度分布（警戒）
・大雨警報（土砂災害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（警戒）
・氾濫警戒情報
・高齢者等避難開始

・洪水警報の危険度分布（非常に危険）
・土砂災害警戒情報
・土砂災害に関するメッシュ情報（非常に危険）（極めて危険）
・氾濫危険情報
・避難指示

・大雨特別警報（浸水害）
・大雨特別警報（土砂災害）
・氾濫発生情報
・災害発生情報

かつ

水防団待機水位

避難判断水位

・氾濫注意水位を下回る
・氾濫注意情報の解除

氾濫危険水位

内を総合的に判断してタイムラインレベル移行

氾濫注意水位

（３）振り返りと取組項目（案）
タイムラインの発動状況を踏まえた運用方法の改善

22レベル立ち上げ、移行、引き下げのトリガーと流れ（運用マニュアルより抜粋）

修正前 修正後

・レベルを移行する水位をわかりや
すく表示。

・解除基準を実運用を踏まえて更新。



≪ポータルサイトの活用事例紹介≫
〜前方の画面をご覧ください〜
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R4年
11月28日

R4年
7月1日

【内容】
• 本年度スケジュールの確認
• R4年度版TL（主な修正内容）
• TL運用方法の確認
• 情報共有システムの見直し案
• 情報伝達訓練

第９回
検討会

その他連絡事項
〜今後の予定〜

【内容】
• 出水対応の振り返り

第１０回
検討会

（本検討会）

出水対応
（台風期）

【内容】
• 千代川TL情報共有方法ならびに出水対応における課題等の把握

R4年
7月〜10月
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出水後
【内容】
• 関係機関へヒアリング（アンケート）

⇒出水対応の課題、今年度更新したポータルサイト等の意見確認

R4年
10月下旬

〜11月上旬

振り返りを踏まえ、必要に応じてタイムラインを修正

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

R5年
出水期前

【内容（予定）】
• 本年度スケジュールの確認
• R５年度版TL（主な修正内容）
• TL運用方法の確認
• 情報伝達訓練

第１１回
検討会

令和５年度出水期運用



その他連絡事項
〜連携項目の確認に関するお願い〜
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 資料2「千代川水害タイムライン【連携項目抽出版】（事務局案）」について、
抽出方法や項目へのご意見をお願いいたします。

例︓No.○○の行動項目「●●の確認」は、他機関との情報交換が必要と
なるため、連携項目として抽出すべきである。


